
新・中期経営計画
4つの事業戦略

コンサルティング
事業戦略

市場運用・アセットマネジメント
事業戦略

デジタル
ペイメント
事業戦略

地域・企業
ソリューション

事業戦略

4つの事業戦略の着実な推進を通じ、
企業価値向上と社会課題の解決を図る

パートナー企業
との連携

経営基盤の
高度化

企業風土
改革

人的資本
経営

4つの
マテリアリティ

持続可能な環境・
社会に向けた投融資

良質な金融への
アクセシビリティ確保

地域との共創による
価値創出

人生100年時代の
伴走支援

郵便局等を
起点とする
顧客・貯金基盤
（約1.2億口座）

世界有数の
マーケット
プレイヤー

日本随一の
総合金融
プラット
フォーマー

中長期ビジョン
（15年後にありたい姿）

● 生成AI等のデジタルイノベーション
● 「金利のある世界」への転換
● 金融機関の役割変化
● 「貯蓄から投資」への機運向上

● 少子高齢化、人口の都市流入
● 環境に応じた運用パラダイムシフト
● 株式売出しによる民営化の進展と一般株主の増加
● ゆうちょ通帳アプリの邦銀屈指の利用者規模への成長

内・外部環境

お客さまの声を
明日への羅針盤とする
「最も身近で
信頼される銀行」
を目指します

経営理念

● 各事業のスキル・ノウハウ
● 盤石なIT/サイバーセキュリティ基盤
● ゆうちょ通帳アプリから取得する膨大な金融取引データ
● IT投資額 ：約6,500億円（2021年度～2025年度）

知的資本
● 邦銀随一のお客さま基盤 ：約1.2億口座
● ゆうちょ通帳アプリ登録口座数 ：1,662万口座
● 店舗ネットワーク ：23,306店
● ATM台数 ：約31,100台
● 利用可能な提携金融機関 ：約1,200社
● 創業以来地域と築いてきた信頼・ブランド力

社会・関係資本

● 従業員数 ：10,659人
● 研修費 ：約2.6億円
● 他企業への派遣数 ：120人

人的資本
● 本邦最大級の貯金残高 ：186.1兆円
 （個人貯金比率約９７％）
● CET１比率 ：9.85％
● 株主資本 ：10.0兆円 

財務資本

投
入
資
本

● 当期純利益 ：1兆円超
● ROE（株主資本ベース） ：10%程度
● CET1比率 ：11～13％

● 社員エンゲージメント計数 ：52.0
● 一人ひとりのウェルビーイング向上
● 働きやすく・働きがいのある職場形成
● 多様な人材が活躍できる環境整備

ステークホルダーの皆さまへの提供価値

中期的に目指す姿

人的資本財務資本

（連結ベース）

● 日本随一の総合金融プラットフォーマー
● ゆうちょブランドの揺るぎない信頼
● パートナー企業との連携

● 貯金・顧客基盤のいっそうの充実
● 安心・安全・便利でお得なサービスを
全国・全世代のお客さまに提供

社会・関係
資本知的資本

パーパス

お客さまと社員の
幸せを目指し、

社会と地域の発展に
貢献します

注1 CET1比率は、国際統一基準、バーゼルⅢ最終化・完全適用ベース（その他有価証券評価益除く）
注2 社員エンゲージメント計数は、株式会社リンクアンドモチベーションが提供する調査結果に基づくスコア。同社の調査を利用する企業の平均値を50（偏差値）とする。

価値創造プロセス

新しいステージに立つゆうちょ銀行

ゆうちょ銀行は、約150年の歴史で培われた強固な顧客基盤をはじめとした多様な資本の蓄積により、新しいステージに
立っています。新・中期経営計画の推進により、パーパスの実現に向け、過去のトレンドとは非連続的な成長を目指すとともに、
持続的な企業価値・社会価値向上を追求します。

3 価値創造ストーリー
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